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ワカンのラ ンセル到業 と、す河で鉄み会 しようと誘いがあつた。場所がな薇占とな

なばと
'人
スキー持参。人す 1時 10分発 の恙行 シーハイルに来 る時間まで、人=ス

の迪路瑯 に卑座 になつて ビール鉄み。

2/10(よ )・ ・・彗
次2栞 り換え、大Xス の4く になって日が党めると外は彗蜃様。大口

'の
特合営で

身支度 し、タクンーで清水まで入る。 3m程 のすの蜃を通えてナき上す。当オだろう

が、スキーがえ頭になる。こヤいつたん迪路に合えして、米子沢構から斜面を上が

る。頷群も念になり、普も沐 くキツくなってくる。 4人でのヮカンのラッセルルート

をずれて、慎うにキックターンしながら行 く。

オ′の蜃の下で、えからりっばな躇琲がよくわす。丼′の壁で 10数人のパーティー

が ,本スキー狡を無 くしたと票 し口つていた。その工は着 くスキーで希つた琲がまば

らに残つていた。

腰まできそうなヮカンのラッセルでは、ビッチも上がらなくなつてくる。もう一つエ

のat斜蒟を上 リンる4り で、米子X寺 りの斜働に彗澪を撮ることにした。もう少し
まが菫 り上がった場所が狭 しかつたが、4ら かめのすで 1峙問もすると、ラ～ 6人が

くつろ 17‐ るスペースを握 う■せた。よく几ると所々、入口倒の人丼から外の明るさが

蓬けて見えていた。ヤでツエル トを薇ってコンロを晨いた。皓構澪ケヽたものがたいて

しまう。

ブランディ、 リキュール、廃計と贅み格る。大いの競いの、赤いの0い の黄といのと

こ・形の違 う何本かのロウツタを口うに立てて、 ?常教ま71Nい の様オnに 失ってしまつ

た。シスラフに入る。出した顔に、常が人丼から落ちて鼻やら口に当たる。ナし移動

して警 くの日、口

'711い

てその水滴を飲み読けた。

1時 曖に、鮮が■え切れずにた き上した。え丼が 30cm准 、入口倒半分、■ヤt下 が
ってしまつた。■れた水がシュラフにかかつたり、シートにおつて水たまりとなり、

れ下はもちろん、シュラフのヤに入ケtた インナーブーツまでグンコ濤 alに なってしま

つ。
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2/19(a)・ ・・彗

効たさて、人丼を痒く剤 り落としていくと、一本人きな亀梨が見つかつた。外から

見ても大きくべこんでいる。何んとか朝 まで落ちずに持ち堪えた。昨曰ようは人気が

えいだろうとヽつていたら、ガスッていて、ま発 |・l際 に彗が眸り始める。

,ビ ッチ″、スの強い分だけ華まつた彗を藩みしめて、快調に基る。もう桑沐瞑界と

なり、41は何 も見えなくなりここで
'|き `す

ことにした。

昨日のトレースは消えているので、所々に立てた篠竹やす本を頼 うに下って
いく。

4 400m辺 りで
'し
えう。渫
'の
ヤでもえ若に勁 くのはスキーの方がキなので、

勁 き口 り、,]ヽ さな赤布を率鑢するのに′し下つたら、コールしても渇かな
いので参 り

返す。丼′の星の上あたうから、ま箕が一層暮 らかくなり、快壺に滑る。 2人ことス

レ董う。

民宿「衆涅Jで タタシーを嗜ぶのに電齢 を借 りようとしたら、ヤに入ってお休み下さ

いと、視ンをお
=鷲
。 ビールをう本飲んでしよう。大曰軒で電キの時 7・lを 鋼

べてか

ら灘果蒸備に電話 して営業 してるかを聞いて、へか。

ラーメン涅に入って、 またビール。る■、言前と未 う継 ぐ度にビールを買いさんで供

んだくケヽる。
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